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内容の要旨及び審査の結果の要旨
ジャンパー膝やテニス肘に代表される腱付着部症は、慢性のスポーツ障害として頻度の高い疾患である
が、難治例も少なくなく、決定的な治療法がない疾患である。腱付着部症は、スポーツ活動などの運動に
よる引っ張り負荷が､腱付着部に繰り返し加わることにより生じるが､詳細な病態については不明である。
家兎の膝蓋腱に繰り返し引っ張り刺激による腱損傷を起こし、その修復過程において再刺激を加え、腱
付着部症のモデルを作成した。再刺激の負荷量は、腱実質に損傷が生じる１２kgｆまたは腱実質には損傷を
生じない6kgfの引っ張り刺激を14400回加えることにした。初回刺激後２週の修復早期または初回刺激後
６週の修復後期にそれぞれの負荷量で再刺激を行った｡再刺激後の損傷の形態､修復過程について光学顕微
鏡および電子顕微鏡を用いて検討した。
修復早期における12kgfの再刺激により、再刺激後６週においても電子顕微鏡にて、膠原原線維の密度
は低下しており、修復は遅延していた。さらに光学顕微鏡にて、腱内部に不可逆的な変化と考えられる変
性や石灰化を認めた。しかし､修復後期に同様の再刺激を行っても、再刺激後６週では、１回刺激後の膠原
原線維の密度と同等であり、修復は遅延しなかった。一方、６kgfの再刺激であれば、修復早期、後期のい
ずれの時期に再刺激を行っても、その後の修復が遅延することはなく、修復過程に影響を与えなかった。
腱付着部症の病態は、筋の連続的または断続的な収縮により生じる腱付着部の微小断裂と推察されてい
るが、どのような負荷により生じるかは明らかではない。実験結果から、繰り返し引っ張り刺激による腱
損傷の修復早期に、腱実質に損傷を生じる再刺激を加えることにより、その後の修復は遅延し、難治性の
状態が生じることが明らかになった。このことから、腱付着部症は、腱損傷の修復が不十分である時期に
．過度の負荷が加わった際に生じると考えた。また、腱付着部症の治療の基本は、安静であるとされている
が、安静期間や安静の必要性については不明である。実験の結果、修復早期に再刺激を行っても、適切な
負荷量であれば、損傷腱の修復が遅延しないことを示した。したがって、腱付着部症の治療には安静は必
ずしも必要ではなく、早期運動療法が有効な治療法となりうると考えた。
以上の新知見は、一般的なスポーツ障害やスポーツ選手の能力をさらにひきあげるうえでの新たな
治療指針をもたらすものであり学位に値する研究と評価した。
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